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北方領土について最初に聞いたのは小学校の授業だったと思う。「北方領土は日本の領土です。」

と先生が言っていたけど、当時の自分には正直、ピンとこなかった。ただ、地図に書かれている名

前を覚えることくらいしかしていなかったし、それが現実にどう関係しているのかもわからなかっ

た。だけど中学生になってから、ニュースや授業で北方領土のことを知るうちに、少しずつ考える

ようになってきた。 

自分は北海道に住んでいて、地理的には近い場所にいる。でも、それが「近い」というだけで、

実際には行けないし、島の様子も知らない。そこにはロシアの人たちが住んでいて、日本人は自由

に立ち入れないという現実がある。そのことを考えると、単に「日本の領土です」と言うだけでは

解決しない問題があるんだと感じる。 

北方領土のことを調べていると、もともとそこに住んでいた日本人の人たちが戦後に島を追われ

たこと、今も帰ることができずにいること、そういう事実を知った。土地や家、家族との思い出を

突然失った人たちがいて、その人たちは今も高齢になりながら、返還を願い続けている。正直、そ

れを知ったとき、「そんなことが本当にあるのか」と思った。自分たちの世代では、そういう経験

をした人が身近にいないから、余計に信じられないような気がした。 

だけど、北方領土の問題は今も解決していないし、むしろ時間が経つにつれて「過去のこと」み

たいに扱われがちだと思う。ニュースでも取り上げられることは少なく、学校でもそんなに深く学

ぶ機会はない。だけど、領土が返ってこないまま年月が過ぎていく中で、問題そのものが風化して

しまうのは怖いことだと思う。 

北海道に住んでいる自分たちが、せめてその事を忘れないようにすることが大事なんだと思う。

自分にも政治のことはよくわからないし、外交交渉がどうなっているか説明することはできない。

でも、だからこそ、せめて「知ろうとする姿勢」は持っていたいと思う。ただ、「関係ない」と思

って何もしないよりは、少しでも調べたり、考えたり、誰かと話したりするだけでちがうと思う。 

「北方領土は日本の領土」と言う言葉の重みは、口で言うほど軽いものではない。その言葉の裏

には、多くの人々の人生や歴史がある。その事を考えると、自分は簡単に「返してほしい」と言う

ことも、「しょうがない」とあきらめることもできない。どちらか一方の考えに偏らずに、いろい

ろな立場から見ることが大事だと思う。 

今の自分にできることは少ない。でも、だからこそ「知らないままでいない」ことが、自分にで

きる第一歩だと思っている。中学生として、北海道に住んでいる一人の人間として、これからも北

方領土のことを他人事にしないで考えていきたい。 


